















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































郎新々訳源氏物語』（昭 39 ・ 11-40•
10、ともに中央公論社）が出版される。
2)これらの時期の創作内容については、
この後の、〈老いの主題化の時期〉
（昭45-昭61)のそれとともに、拙著
『源氏物語ーの受容一現代作家の場合ー』
（平 10• 1、新典社）第三章「円地文
子『花散里J論」参照。
3)北村結花氏「いまどきの『源氏物語』
一円地文子訳から瀬戸内寂聴訳ヘー」
（『国際文化学』創刊号•平成 11• 9)。
4)橋本治の『窯変源氏物語』創作にお
ける『源氏物語』の基本的捉え方およ
び訳の姿勢については、紙幅の関係か
ら稿を改めて述べることにしたい。
5)北村結花氏3)に掲げた論文、およ
び「『源氏物語』の再生―現代語訳論一」
（季刊『文学』平4.1)。
6)北村結花氏5)に掲げた 2論文。
7)谷崎における『源氏物語』との関わ
りを、池田一臣氏は「情念の鋳型」
「文体と表記」「語り」等の観点から詳
-10ー
述されている。（「谷崎潤一郎と源氏物
語」、『解釈と鑑賞』平 13• 6)。
（富山大学教授）
-11-
